平成２４年度　大分大学ベンチャー・ビジネスプランコンテスト　実施要領

事業の目的

・大分大学学生によるアイデアの発掘と育成を図ること。
・大分大学学生の創造能力とチャレンジ精神を養うための事業計画書（ビジネスプラン）を作成し、自ら考え解決していく能力とプレゼンテーション能力を養成すること。
事業概要
主催　大分大学産学官連携推進機構　　応募対象者　大分大学所属の学部生及び大学院生

募集対象
自由課題

大学の技術シーズを活用した事業計画。日常生活の周りにあるアイデアから波及した事業計画。
（但し、アイデアのみではなく、事業化に向けての具体性があるもの。）
設定課題
自治体からの提示課題　　　☆詳細は裏面を参照のこと
	自治体
	課　題

	宇佐市
	（１）薬草で地域おこし

	
	（２）漁業再生と漁業集落の活性化

	大分市
	「交通弱者」，「買い物弱者」に対する支援方法

	玖珠町
	手作り玩具を使った“童話の里”のイメージアップと集客

	佐伯市
	（１）ギフトセットの開発及び販路開発

	
	（２）生姜料理（食品）の商品開発と販路拡大

	竹田市
	（１）効果的な情報発信の方法

	
	（２）竹田市のブランド創出

	日田市
	生活の隅々までに必要な情報を提供するソフト的システムの構築

	豊後高田市
	店舗併用住宅における空き店舗部分の活用


応募の留意点

特許権などの知的所有権に関しては応募者に帰属しますので、各自で法的保護をして下さい。
　　他人の知的所有権を侵害しないでください。著作権などに関して問題が生じた場合は応募者の責任になります。応募書類は返却しません。応募提案に関して媒体（新聞、雑誌、情報誌など）への掲載は主催者の責任で行います。審査内容については公表しません。プランの応募書類作成及び発表は日本語で行ってください。
募集期間　平成24年8月30日（木）まで
応募方法
所定の応募用紙に記入の上、下記まで提出のこと。（電子メールによる添付での提出も可）
提出先：大分大学産学官連携推進機構産学官連携部門,　E-mail：oitau-ico@oita-u.ac.jp
審査方法
１次審査：書類審査

２次審査：プレゼンテーション審査　平成24年9月29日（土）
表彰  最優秀賞　1件　賞状・副賞（15万円）
優秀賞　1件　賞状・副賞（7万円）特別賞　1～2件　賞状・副賞（3万円）
　　　　　※都合により変更する可能性があります。
問合せ先　 大分大学産学官連携部門　TEL：097-554-7981　E-Mail：oitau-ico@oita-u.ac.jp
※優秀作品は、九州管内「大学発ベンチャー・ビジネスプランコンテスト」に応募して頂きます。
	課題に関する情報

	宇佐市
	（１）薬草で地域おこし
☆宇佐市安心院町の北東部に位置する佐田地区　「米神山のストーンサークル、佐田城址、佐田神社、反射炉跡　等々の史跡を数多く残す．・賀来(かく)飛霞(ひか)---幕末の三大本草学者の一人の出身地）」
☆平成２０年に地域コミュニティ組織「佐田地区まちづくり協議会」を設立部会の一つである「女性部」には会員約８０名が在籍「・地域おこしに女性の力を期待　・賀来飛霞の偉業を顕彰（薬草栽培と加工品の開発，薬草を取り入れた健康づくり）」
☆薬草の栽培方法や料理方法、健康に対するデータ収集の方法や加工品開発などをするためのビジネスプランの提案を願う．

	
	（２）漁業再生と漁業集落の活性化
☆漁業再生に向けての気運の高まりと地域の活性化を図るための戦略　　・水産業の再生に向けた「宇佐管内漁業３年再生計画」を平成２２年３月に策定　・「漁場生産基盤の整備」「流通基盤の整備」「漁業活動の円滑化」「漁協組織の強化」の４つを施策を展開．しかし、計画は２４年度で終了．２５年度以降の具体的な施策は未知数．　施策評価と今後の計画（検討には外部からの提案等を聴）
☆こうした状況を踏まえた、漁業再生と漁業集落の活性化のためのビジネスプランの提案を願う．

	大分市
	「交通弱者」，「買い物弱者」に対する支援方法
☆過疎化・高齢化が進む大分市周辺地域　「・過疎化・高齢化の進展　・小売店の廃業、路線バスの廃止　・日常の買い物が困難な状況」　・・・・・・・・・・これらの課題を解決するためには、民間、行政の連携や地域コミュニティ活動との連携が必要
☆現在は，①　「ふれあい交通運行事業」を実施中　　・公共交通が不便なところでは移動手段を確保し、外出の機会を促進　　・バス活用の促進　②　「地元農林水産物定期市支援モデル事業」を実施中　　・地元の農産物の販売促進（＝地産地消の推進）　　・食料品等の日常の買い物をする機会の増加促進　　・定期市を行う事業者（団体）への助成
☆今後増加する「交通弱者」，「買い物弱者」に対する支援方法としてのビジネスプランの提案を願う．

	玖珠町
	手作り玩具を使った“童話の里”のイメージアップと集客
☆想像力を発揮して遊びを造るといったことは、近頃、ほとんどない．昔、子供たちは自分たちで工夫して“遊び”を創っていた．今のおじいちゃんやおばあちゃん達の子供時代だ．
☆おじいちゃんおばあちゃんを「先生」に、孫・ひ孫に勇気や優しさ、夢と希望が与えられないか　○有料のシステム（地域経済に波及する活動・・・対外的観光要素）　○無料のシステム（児童文化を継続する活動・・・まちづくりの根幹要素）　を考慮に入れつつ，「手作り玩具を使った“童話の里”のイメージアップと集客」に役立つビジネスプランの提案を願う．

	佐伯市
	（１）ギフトセットの開発及び販路開発
☆ソフト面からの支として　・「さいきブランド流通課」の設置（H22年度）　　・民間人を登用した「佐伯市ブランド流通促進協議会」を設置（H22年度）　　①H24年度から、県下に先駆けて「さいきブランド(さいき殿伝)」認証制度が発足　→　「ふるさと便」やお中元やお歳暮商品パックの開発、販売先の開拓を計画　　②認証品を中心とした佐伯産品のポータルサイト設立　→　SNS等を積極的に活用し、地域ブランドイメージの確立を目指す　③６次産業化の推進と外部のアドバイザー等の活用及び各種支援制度を活用ついては、さいきブランド｢さいき殿伝｣認証品を使ったギフトセットの開発や販路開拓の具体的な推進に役立つビジネスプランの提案を願う．

	
	（２）生姜料理（食品）の商品開発と販路拡大
☆昨年10月から、「生姜」によるまちおこしを展開　・生姜の効能、料理法、加工法などに関する講習会等の開催　・10種類以上の「生姜新製品」の開発・販売とマスコミの取材とＰＲ　・植付規模を拡大し、秋の以降の収穫量の増加が見込まれる
☆関連行事として　①番匠川沿いのウォーキングコースで「ハニージンジャー」(はちみつ生姜湯)の無料提供　「道の駅やよい(やよいの湯)」での無料入浴をセットにした「やよいジンジャーウォーキング」を開催　②「道の駅やよい」　レストランでの「生姜メニュー」の大幅増加．　ガリなど「生姜の漬け物」の自社生産．　「やよいの湯」での「生姜風呂」の開始．　「生姜のまち」としての発展していくためには「生産」の拡大と「消費」の拡大が必要．そこで，生姜料理の商品開発と販路の拡大に役立つビジネスプランの提案を願う．

	竹田市
	（１）効果的な情報発信の方法
☆長湯温泉は、・遊離二酸化炭素や炭酸水素イオンなどの溶存率が高い　・日本有数の炭酸泉 ・浴用はもとより飲用でも効能
☆「温泉療養保健制度」を全国に先駆けて立ち上げ、予防医療と温泉地の活性化を推進．　しかし、全国ＴＶ放映直後は多くの入湯客があったが、最近は減少傾向にある　「○継続的な温泉利用がもたらす健康への効能を実証（体験）　○泉質、立地、産業、景観等）」を踏まえて，効果的な情報発信の方法となるビジネスプランの提案を願う．

	
	（２）竹田市のブランド創出
☆竹田市には温泉、高原、岡城、名水など多様な魅力がある．しかし、それ故にＰＲで苦労する ← 「竹田市といえばコレ」と絞りきれない．そこで、竹田というブランドを確立するためにはどうすればよいか？　それを活かして起業、産業化に結びつけるためには？に役立つビジネスプランの提案を願う．

	日田市
	生活の隅々までに必要な情報を提供するソフト的システムの構築
☆あらゆる分野でＩＴの活用が必要とされている．農業者に対しては，「・地域気象情報や営農、病害虫情報　・最新の農作物情報　・経営の効率化　・地域活性化　・担い手の情報育成　・農業所得の向上、経営合理化　・生産管理システムや直販システム　・出荷体制の構築とコスト削減　あるいは，地域防災や福祉分野などにも有効な活用方法が求められている．
☆市内全域（666ｋ㎡）のデジタル放送への対応やブロードバンド環境が整備されたことを受けて，生活の隅々までに必要な情報を提供するソフト的システムの構築のためのビジネスプランの提案を願う．

	豊後高田市
	店舗併用住宅における空き店舗部分の活用
☆中心市街地の玉津商店街には、店舗併用住宅で営業をやめられた空き店舗が数店あります．この空き店舗部は地域・商店街の賑わいづくりとしては，貴重な資源であると考えていますが，併用住宅であり，居住部分への出入りは店舗部を通る必要があったりと，店舗部の他者への貸し出し及び出入りが物理的にも心理的にも容易ではありません．こうした店舗併用住宅の空き店舗部を活用した取組について，提案をいただきたい．なお，空き店舗活用に際しては，　①廃業した高齢家主自身が行えるもの（営業、その他）．②第三者への貸し出し．等々，多方面で検討してほしい．
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